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平成３０年８月定例教育委員会 会議録

８月定例教育委員会を平成３０年８月２２日（水）午後１時３０分 市役所３０

１会議室に招集する。

◆出 席 者

教 育 長 滝 誠

教育委員 教育長職務代理者 髙木浩行 委員 紀藤統一 委員 田中秀佳

委員 奥村康祐 委員 小倉志保 委員 堀 美鈴

事 務 局 中村教育部長 小島子ども・子育て監 長瀬学校教育課長

神谷主幹 上原文化スポーツ課長 中村歴史まちづくり課長

間宮子ども未来課長 岩田指導主事 大藪指導主事

記録者 和泉知子

傍聴者 １人

◆次 第

１ 開 会

２ 前回会議録の承認（６、７月分会議録の承認）

３ 教育長報告

４ 付議事件の審議

第 15号議案 平成３１年度使用小中学校用教科用図書の採択について

第 16号議案 犬山祭伝承保存委員会規則の一部改正について

５ 通信及び請願

６ 協議・連絡

（１）後援名義使用許可に関する報告

（２）平成３０年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定について

（３）平成３０年度以降の学校区別児童生徒数の推移について

（４）子ども・子育て会議について

（５）９月・１０月行事予定表について

（６）市立図書館館内特別整理の実施について 9/18（火）～10/2（火）

（７）いじめ防止に向けて

７ 自由討議

８ その他

９ 閉 会

◆議事内容

教 育 長：

開 会

ただ今より８月定例教育委員会を開催します。

教 育 長：

教育長報告

皆さん、こんにちは。朝は少し涼しかったのですが、日が照り始めて、

やはり暑さがこたえるそんな今日です。本日８月２２日は夏休みも残り
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少なくなって参りまして、先生も子どももきっと寂しい思いをしている

だろうな。ただ、保護者の方については早く夏休みが終わってくれない

かな、子どもは学校へ行ってくれないかなというお気持ちの方もおみえ

ではないかなと思っております。日本の夏は暑いのは常套でありますけ

れど、本当に今年の夏は異常な暑さでありました。そのために暑さ対策

が強く求められる夏でもあったなと思っています。小中学校へのエアコ

ン設置につきましては、当初本市では３年計画で進める予定でしたが、

これを何とか２年に前倒しして、更に小学校については、条件が整えば

更に前倒しをしていくというような、今考えを変更している所ですけれ

ど、何分にも６億５千万、７億近いお金がかかりますので、これが一度

にということになると、市の財政を圧迫する危険性もあるわけですけ

ど、国の補助金が恐らく早急に認められていく可能性があるだろう。そ

んな状況を見ながら、更に更に前倒ししていくというような考えもある

という状況です。一方、国は夏休みの延長を検討するように都道府県の

教育委員会に通知をしたわけですけど、夏休み明けの９月初旬の暑さ

と、夏休み前の７月中旬の暑さと比べますと、これは多分比較にならな

い暑さではないかなと思っております。今年度については、犬山市では

特に夏休みをどうこうということをせずに、予定通り進めて行くわけで

すけれど、来年度以降は７月中旬の暑さに対応するために、夏休みを１

週間程前倒しできないものかなということで、現在校長会と協議を進め

ているところですけれど、まだ結論は出ておりません。また、これにつ

いては、結論は校長会が出すわけではなくて、教育委員会のほうで出し

ていただくものになりますので、校長会の意見も踏まえながら、教育委

員の皆様方のご意見を頂戴して方向性を探って参りたいなと思ってお

ります。後ほど皆様方のご意見を頂戴したいと思っております。

一方、中学校の部活動の大会ですが大きな混乱もなく無事終了してお

ります。犬山市内の４中学校については、どの学校もよく頑張ったなと

いう印象を持っております。目に見えるような成果で、各学校の校長室

には優勝旗が飾られているというような状況でございます。また、９月、

１０月以降、朝の部活動を取りやめることになっているわけであります

けど、今後その成り行きを見届けながら、子ども達の頑張りについては

更に応援して参りたいと思っております。

幸いこの夏ですが、大きな事故事件もなくて無事夏休みが終えられそ

うだなという雰囲気を持っているわけですが、残り１０日間、何とか無

事子ども達が過ごしてくれるといいなと思っております。夏休み明けす

ぐに教育活動が再開するわけですけど、まだまだ暑い日が続くことが予

想されております。子ども達の健康状況には充分配慮しながら、教育活

動が再開出来るよう、学校現場には求めて参りたいと思っておりますの

で、教育委員の皆様方のお力添えも今後とも相変わらず賜りますことを

お願い申し上げまして、最初の私の挨拶とさせていただきます。と同時

に、前回の会議録の承認ということで、６月分、７月分と２か月分の会
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議録を回させていただきますので、目を通していただいてご署名をいた

だけたらと思っておりますので、よろしくお願い致します。

それでは、付議事件の審議に入ります。

教 育 長：

第１５号議案

第１５号議案「平成３１年度使用小中学校用教科用図書の採択」につ

いて、事務局お願いします。

神谷主幹： この案を提出しますのは尾張西部教科用図書採択地区協議会の選定

に基づいて、平成３１年度使用小中学校用教科用図書の採択決定の必要

があるからです。

初めに、尾張西部教科用図書採択地区協議会につきまして、これまで

の経緯を報告します。５月３０日・６月２９日・７月１２日の３回、尾

張西部教科用図書採択地区協議会が開催されました。研究員の承認、研

究方法の確認および日程等の承認をし、平成３１年度使用予定の中学校

の特別の教科「道徳」と小学校の道徳を除く各教科の教科書につきまし

て、研究員が、県教育委員会作成の選定資料を使って調査研究した結果

を基に詳しく検討されました。その結果、別紙１・２に示した出版社の

教科書を使用するということで、尾張西部教科用図書採択地区協議会か

ら選定の報告が各市町教育委員会になされ、本日ご協議いただく運びと

なっております。

それでは、採択についての説明をいたします。中学校の特別の教科「道

徳」以外の中学校用教科用図書と昨年度採択しました小学校特別の教科

「道徳」につきましては、無償措置法第１４条により、本年度は、昨年

度と同一の教科書を採択しなければならないこととなっておりますの

で、採択替えは行わず、本年度と同様のものを使用していくことになり

ます。

中学校、特別の教科「道徳」の教科用図書を中心に、選定の理由を簡

単に述べさせていただきます。お手元の資料「選定資料」及び「選定理

由書」を参照してください。今回の道徳の教科書８社について、部会で

研究を重ねた結果、「教育出版」を選定することが妥当であるとの研究

結果に至りました。

まず、学習指導要領との関連での理由を２点述べます。

１ 次期学習指導要領では「考え、議論する道徳」への転換がうたわ

れています。教育出版では、どの学年においても、問題解決的な

学習や体験的な学習を取り入れる工夫があり、多面的・多角的に

考える力を育てる教材が用意されています。

２ また、次期学習指導要領では、現代的な教育課題として、いじめ

の防止や情報モラル、社会参画、環境問題、国際問題などが例示

されています。生命尊重や生命倫理についても教材化し、考えを

深められるよう工夫されています。



4

内容面での理由として、次に４点補足説明します。

（１）と（２）について、３年間を通して、いじめ問題、差別問題を

様々な側面から考え、深めるために、教材が体系的に配列されています。

情報モラルと合わせて、今日的な課題について、多面的・多角的に考え

られるような配慮がされています。いじめ問題でのスパイラル学習の例

です。１年生から３年生までの３年間において、学年の中でも学期をま

たいで繰り返し考え、学びを深めます。１年「不自然な独り言」で他者

に対する思いやりを学び、「いじり？いじめ？」で身近な生活場面にお

ける「いじめの芽」について考えます。２年「本当の友達って」では信

頼関係について学び、「わたしのせいじゃない」で自分の行動について

「傍観者の言い分から」考えます。３年「あふれる愛」で人類愛を学び、

「卒業文集最後の二行」で正義について、加害者の後悔から考えます。

このように、体系的にいじめを見つめることで「いじめ問題」について、

多面的多角的に考えられるようになっています。「生命倫理」に関わる

教材が全学年に２つ以上掲載され、自他の命を尊ぶ心を育て、生命の尊

さについて考えるような配慮がされています。

（３）についてです。問題解決的な教材や判断したり異なる立場に立

って考えたりする教材が配列されています。例えば、「やってみよう」

では、役割演技や日常体験を想起して話し合う活動が用意されており、

問題場面に出会ったときに、道徳的な価値に根差した判断ができる力を

培うことができるよう工夫されています。

（４）と（５）についてです。生徒の発達段階に即した内容と文章量

で構成されており、全学年を通して「取り組みやすさ」が重視されてい

ます。考え、議論する道徳を実現するために、自分の考えをもとに書い

たり、討論したりする活動の助けとなる「意識づけの問い」や「学びの

道しるべ」が設けられ、さまざまな視点から見つめる問いや、道徳的価

値にせまる言語活動が展開できるように工夫されています。

（６）についてです。教育出版の教科書は、３０個の本教材と５つの

補充教材で構成されています。５つの補充教材との入れ替えや、他教科

や日常生活と関連させた効果的な教材、地域に根ざした郷土資料など、

多様な教材を取り入れることができるように考慮されています。中学校

特別の教科「道徳」の選定理由については、以上です。

小学校の道徳を除く各教科につきましては、４年間の使用実績を踏ま

えつつ、平成２６年度採択における調査研究の内容等を活用しながら、

新たに調査研究を行い、その結果を本日配付の「選定理由書」にまとめ

てあります。全教科において、選定替えはありませんでした。説明は以

上です。

教 育 長： 今説明があったとおりです。来年度使用する小中学校の教科書につい

てでありますが、中学校の道徳については、新たに採択をする。その他

のものについては、基本的に昨年度から継続をしてということでありま
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すが、いずれにしても、犬山市教育委員会としての採択の決定をしなく

てはなりませんので、ご意見ご質問等をお伺いし、最終的に採択を決定

を教育委員会としてするかどうか、意思表示を伺いたいと思います。何

かご意見ご質問がありましたら、お願いをいたします。

田中委員： 質問なんですが、特に今回中学の道徳を新規採択ということですが、

教科書展示会に来られた方の意見はどういうものがあったのかという

ことと、研究員の方の情報はどの場で明らかになるのかということと、

道徳に関連して中学生の「明るい人生」の扱いとか、今後の購入は道徳

が教科化されてどうなるのかという３点です。

神谷主幹： 教科書展示会の各会場の意見を私達は見せていただきました。それを

見る限りでは、社会の教科書に関して、過去の歴史問題をどう捉えるべ

きかとか、社会に関する記述が多かったように思います。他には特段ご

ざいませんが、道徳のことに関しましてはご意見がありまた。道徳をし

っかりやっていって欲しいといったご意見だったと記憶しております。

２点目の研究員の情報ですが、誰が研究員かということは極秘にされて

います。８月３１日までは内密な話なので、９月１日以降いろんな情報

が開示されていくのですが、そこで研究員の氏名が公表されるとは認識

しておりません。確認をさせてください。３点目の「明るい人生」です

が、来年度は購入いたしません。

教 育 長： 今の研究員の関係ですが、要は採択事務の段階で、業者と何かあって

はいけないということで、名前は非公開にされてきていると思います。

田中委員： 教育委員であるわれわれが採択を承認するわけですけど、これだけの

情報で本当に採択できるのですかというところがあって、もちろん展示

会での意見はあくまでも参考意見ですけど、実際いろいろな方が来られ

てみえますけど、市民がどのような意見を出してきているのかとか、全

体的な状況を、われわれが決定権者ですので、そういうところの情報も

含めて、知っておく必要がないんだろうか。それがあって、それも参考

にしながら、承認するかどうかというところが、プロセスとして必要で

はないかということで質問しました。どういう意見が質問箱に入ってい

たのかは、この会議以降に確認しようと思えば、教育委員は確認できる

性質のものなのですか。

神谷主幹： 教科書展示会のお話でしたら、出来ると思います。

田中委員： 研究員のことですが、業者の関係があるというのはよくわかるのです

が、教科書検定の場合、検定が終わった後は検定者である学者は開示さ

れますが、採択の場合は一切公表しないのでしょうか。個人的な情報と

いうのは全く公表されず、例えば、情報公開請求すればという性質のも

のなのでしょうか。

神谷主幹： 確認をしないとわからないので、お時間をいただきたいと思います。

教 育 長： 情報公開請求があれば、せざるを得ないでしょうね。ただ請求がなけ

れば、向こうの方から積極的に情報が発せられることはないだろうと思
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います。

田中委員： 教育委員の場合、どういう手続きでそれが出来るのでしょうか。同じ

ように情報公開請求が必要なのか、行政内部の文書でできるのでしょう

か。

教 育 長： 教育委員さんでありますので、情報公開請求をされなくても、このよ

うな方がみえますということは、わかると思います。

田中委員： それが出来るのはいつの時点ですか。まだこの時点では、誰もそうい

うことは出来ないのですか。

教 育 長： 今回、犬山市として採択の決定がされれば、今おっしゃったようなこ

とはわかると思います。

田中委員： 教育委員が知るには、この会議を経た後という規定になっています

か。

教 育 長： 基本的にはそうでしょうね。また、その辺りはお知りになりたい内容

で伝えられるものがあれば、お伝えしたいと思います。

田中委員： 個人的に知りたいということではなく、ルールとしてどうなっている

かということを確認したかったのです。

神谷主幹： どの項目をどの時点で公開していくのかというところは、詳らかにし

ます。

教 育 長： それから公開展示で出された意見については、江南の方でまとめてい

らっしゃると思いますので、神谷先生、それについては情報としていた

だけるように、江南の方にお願いをしてください。それから「明るい心」

と「明るい人生」については、小学校は既に今年度から教科書を使用し

ていますので、小学校の「明るい心」は採用しておりません。来年度に

ついては、中学校でも道徳の教科書が配布されますので、「明るい人生」

の購入も来年度は止めるという方針でおります。他に何かご意見ご質問

があるようでしたら。

田中委員： 意見ということでお願いします。道徳は事務局の方から全社いただい

て、一通り拝見したところです。事前に配布いただいた選定理由とか各

社の比較資料も。採択が決まる前に、いろいろと個人的な教育委員とし

ての意見を言っておいた方がいいだろうと思いますので、話をさせてい

ただきたいと思います。事前に教育出版でということでしたので、特に

教育出版の内容について細かく見たのですが、状況として、教育学の議

論の中で、教育出版というのは決していい意味ではなくて、ある意味注

目されている出版会社でして、道徳の教科書の内容としても、基本的に

は否定的な見解の多い出版社です。事前にそういう情報も学習していた

ので、今回、教育出版になったと聞いて、実は驚いております。それも

含めて、具体的にどういう方がどういうプロセスで採択されたのかとい

うところが、本当に気になったというところもありますが、いくつか気

になったところがあって、他の出版会社もいくつかありますが、１年間

を通して自己評価してくださいという項目があるのが、特に特徴的なの
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が教育出版なんですが、中学生がこれをどのように受け取るのかと思う

んですけど。要は数値評価ですね。特別な教科ということなので他の教

科とは異なる評価をするんだということで、記述式評価ということにな

っていますけど、結局、教育出版の場合、子ども達に自己評価をさせる

ページがあって、中学校だと２２項目学ぶべき内容項目があって、これ

を学んでいくわけですけど、これを３段階評価させる。このような自己

評価をわざわざ教科書の中に入れているというのは、特に特徴的であり

まして、評価というのは慎重にしなければいけないですし、そもそも数

値的な、或いは段階評価というのは望ましくないですよね、ということ

は共有できることだと思います。このようなページを、あえて設定して

いる教科書会社の教科書でいいのかというところと、あと事前に配られ

た資料の選定理由書に、教育出版の積極的な面が列記されていました。

例えば「やってみよう」というページが各学年２か所程度設定されてい

ます。これによって、選定理由としては積極的な意義が見出されていて、

「問題解決的な教材や役割演技、話し合いの中での体験的学習など、多

様な学習方法を効果的に展開できるよう工夫されている」と。これが使

えるんだと採択の当事者の研究員の方はお話されているようですけど、

例えば、「あなたにとって大切な人は誰ですか。イニシャルで書きまし

ょう」ということで、先生、家族、友達、近所の人、その他という欄が

あって、そこにイニシャルで書いていく。その後、２番、３番と項目が

あって、最後に「グループで見せ合って話し合ってみましょう。」とい

うのがありますが、これは本当に使えますか。こんなことができるのか。

自分が教員だったらとても使えないと思うのですが。イニシャルとはい

え、自分にとって大事な人を書いたものをグループで見せ合う。こんな

ことは、僕はとてもできないなと思います。われわれ教育委員は決定権

者ですが、これがどのように使えるのかというところを確認しなけれ

ば、この出版会社の教科書で犬山の教育をやっていけると、自信を持っ

て言えないということで、なかなか承認はできないなというところで、

実際の真意を知りたいというのがありました。教材の文章量が多くない

というところ。ある意味、唯一教育出版でメリットがあるのは、教科書

が薄いというところ。荷物の重さが問題になっているので、積極的なと

ころは見いだせるかもしれませんし、或いは分量が少ないので、学校の

先生の創意工夫でいろいろな資料を使えるというところは前向きなと

ころはあるかもしれません。例えば、学習指導要領との関連のところで、

教育出版の場合、「内容項目の提示や「学びの道しるべ」により、見通

しをもって学習に取り組むことができるように配慮されている」となっ

ていて、各単元ごとに最初にここで考えるべき項目が列記されています

が、裏を返せば、考える前に予め決まった答えが提示されている。予め

先入観を持たずに文章を読んで考える方が、より主体的で深い学びにな

るのではないか。なので見通しをもって学習に取り組めるという事は、

一見メリットのように見えますけど、裏を返せば、最初から方向性が決
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まっている。なので、中学生にもなればどういうことが求められている

のか予めわかって、賢い子ならそれに応じて考えるという習慣がついて

います。逆にそれを強調することにならないかということが、教育出版

については特徴的なところかなと思います。小学校は光村出版ですが、

「人物を取り扱う教材が、他の出版社と比べるとやや少ない」と恐らく

デメリットとして指摘されていますが、歴史上の人物の評価は難しいと

いうのはご承知のとおりだと思います。歴史上の人物を取り上げるのは

それこそ評価は多様ですし、これから変わるかもしれないということな

ので、要は一つの項目を学ぶ教材として、特に歴史上の人物を扱うとい

うことは恐らく難しいし、場合によって教材として不適切な場合も多い

と思います。教育出版には、例えば後藤新平という政治家が出てきてい

ますけど、例えば、最近では道徳の教材になりそうな人物と言えば、２

歳の子を救ったボランティアの男性というのは、こういう立派な人がい

るということで取り上げる可能性はありますが、政治家というのは、そ

の時代状況とか歴史状況の中で動いているわけであって、例えば後藤新

平の場合であれば、帝国主義の世界で、戦前の日本の状況、経済状況そ

ういうことの中での動いている人物ですので、断片的に取り上げて良い

事をしたというようなことは、逆に言えば歴史的な評価を全く無視し

て、そんな教育をしていいのかということになります。ですので、人物

を扱う教材が少ないのは本当にデメリットなのか。むしろ扱うことが難

しいから人物をあえて載せない。より客観的に中立的に議論できるよう

にするには、逆に歴史上の人物は扱わない方がいいのではないかという

ことも思っているところです。人物だけでなく、小説とかノンフィクシ

ョンとか、たくさん教材として入っていますけど、要は部分的にカット

されているというのが、教材が短い理由なんですけど、読み込みとして

本当にそれでいいのかなと思ったところです。前回も述べさせていただ

いたことですが、結局、犬山の場合、学校の先生が教科書選定のプロセ

スに関わらないということに対して、「学びのまち」と言っている以上、

本当にそれでいいのかと改めて申し上げたいと思います。教育に対して

直接責任を持つ当事者であって、正に教材を使う当事者である学校の先

生が、決められたものを受動的に使用するということで、本当にそれで

アクティブラーニングがむしろできるのでしょうかと思います。主体的

で深い学びと言われていますけど、それをまずやるべきなのは先生で

す。そのための制度保障を、われわれはプロセスすべきだと思いますし、

あえて悪い言い方をすれば、密室的などなたが決めているかもわからな

いし、どうやって決まっているのかもわからない。展示会も細々とやっ

ているだけですし、学校の先生はましてや関わらない。これまでの伝統

的な決め方ではなくて、本当に犬山の教育を変えていくということであ

れば、この教科書の選定のプロセスに関しても、教員が関わって、教員

もそれ位の責任を持ってもらいたいと思います。どうしてこの教科書な

んですか、どうしてこういう教育内容なんですかと言った時に、そうい
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うふうに教科書で決まっています。学習指導要領として決まっていま

す。ということではなくて、主体的にこれが必要だと思って、子どもの

こういう力を身につけさせたいのでこういう教材を使っています。こう

いう教科書を自分で選んだんですということを、学校の先生は言わなけ

ればいけない立場だと思いますので、保護者や市民にちゃんと先生自身

が説明できるような教科書選定のプロセスを策定できればと。決まって

からどうしてこういうことを言うかというと、決まる前にこういうこと

を言うと現場が混乱するでしょうし、こういうプロセスを作っていくこ

とは、時間がかかることだと思いますので、あえて選定が決まった状態

で、これからの検定があって採択があってという時までには、少なくと

も犬山として責任を持って、どの教科書を選ぶべきだという時に、内容

を学校の先生自身が確認する、或いは選ぶというのは教材研究であっ

て、研修として組まなければいけないことだと思います。一方で、学校

の先生は忙しいからそんな時間はないよという話がもちろん出ると思

いますが、むしろこういう教材研究だとか教育内容の研修をまずやらな

ければいけないから、無駄な仕事を減らしていきましょうという議論を

しなければいけないと思います。その辺も今、多忙化の議論もあるかと

思いますけど、それも含めて今後ぜひ教育委員会として検討していきた

いと思っています。

教 育 長： 元々道徳に教科書を使用するという事自体、無理があるだろうと思い

ます。これまでの経緯もありまして、採択の手順というのがこれまでの

方法を踏襲しながら来ているわけですけれど、現場の先生方に全くその

権限がないかというと、例えば公開されている所へ行って、意見を伝え

るという場はあるわけです。それを使うか使わないかは個々の先生方の

ご判断です。また、８社検定を受けた教科書があるわけですが、その８

社の中から１社を決めなければならない。いろんな考え方があります。

田中委員のお考えは田中委員のお考え。恐らく８社をずっとご覧になら

れて、ここの教科書が一番適切ではないかというお考えの下だものだか

ら、今の教育出版についての採択については、異議を唱えていらっしゃ

るのではないかと思います。教育出版は、去年多分小学校で安部さんが

載っていて問題になった会社ですよね。そういう経緯もあるものだか

ら、多分ご意見を出されたと思うんです。何にしてもそうです。一つの

ことを決めるには賛成もあれば反対もある。だけど一つに決めなければ

いけない。恐らく、田中委員がおっしゃったようなことと同じことかど

うかはわかりませんが、それに近い議論もその過程では、私はなされた

のではないかと思うんですね。最終的に尾張西部としては、教育出版を

中学校の道徳の教科書に採択しました。問題はこの教科書を使うという

ことではなくて、これはあくまで一つの材料であって、いかにそれを子

ども達に提供していくか。いかに授業を工夫していくかということは、

一番求められるところだと思います。よく言われる「教科書を教える」

ではなくて、「教科書で教える」。特に道徳に至っては、教科書を教え
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ることであっては、価値観を押し付けることになってしまいますので、

あくまでも教科書で教えていく。それ以上に適切な教材があれば、題材

があれば、それを先生方が教材研究をされ、子ども達に提供していくと

いうのがあれば、本来ある道徳の姿かなと思っております。田中委員の

ご意見をまたどこかでお伝えできれば、お伝えしたいなと思っておりま

す。これはいつまでに教育委員会としての採択決定をしなくてはいけま

せんか。

神谷主幹： 本日です。

教 育 長： 今日が最終だそうです。犬山市教育委員会として、採択を決定するか

決定しないかを決定しなくてはいけないということであります。そんな

ことを踏まえていただいて、ご意見ご質問があるようでしたらお伺いし

たいと思います。よろしいですか。では最終的にご意見を伺いたいと思

います。中学校の道徳については、新たな採択ということで教育出版が

上げられておりますが、その他の教科については、全て本年度と継続し

ての教科書会社ということですが、この決定について賛成をされる方、

挙手をお願いしたいと思います。５名です。反対をさせる方、挙手をお

願いします。１名です。本日、どうしても決定をしなくてはいけないと

いうことですので、犬山市の教育委員会としては５対１ということで、

賛成の決定をさせていただいたということで、ご了解をいただけますで

しょうか。ありがとうございます。それでは第１５号議案につきまして

は、賛成という決定をしたことを確認しておきたいと思います。

続いて、第１６号議案の審議に入ります。

教 育 長：

第１６号議案

第１６号議案「犬山祭伝承保存委員会規則の一部改正」について、事

務局お願いします。

中村課長： この案を提出しますのは、一般社団法人犬山祭保存会の設立に伴い、

団体名称や役員構成の変更がございましたので、規則の一部を改正する

ため必要があるからです。詳細につきましては３ページの新旧対照表を

ご覧ください。第２条の旧のところですが、「犬山祭保存会の会長代行、

副会長及び伝統文化委員長」のところを、新しく「一般社団法人犬山祭

保存会の会長代行及び副会長」と改正させていただきます。犬山祭保存

会につきましては、今年の６月３０日をもちまして解散を致しまして、

新たに一般社団法人犬山祭保存会として活動をされています。この中で

役員の構成ですが、今まで伝統文化委員長という名称で委員長がいまし

たが、現在は副会長の中に伝統文化委員会の担当の副会長がおみえにな

るということですから、新たな体制の中には伝統文化委員長という枠は

ないという形で、今回の改正となっています。この犬山祭伝承保存委員

会は、教育委員会の諮問に応じて、犬山祭の車山及び行事の保存、修理

等に関する事項について調査及び審議する委員会となっておりまして、

役員構成も２０名以内ということで、現在は１１名で活動をしていただ

いています。説明は以上です。
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教 育 長： 犬山祭保存会が一般社団法人に位置付けが変わるという、それに伴っ

て中の組織変えも行われて、これまでの伝統文化委員長を副会長が兼ね

るという状況になってきたということから、規則の一部改正が提案され

たものです。これについて何かご意見ご質問はございませんか。特にな

いようです。

では、第１６号議案「犬山祭伝承保存委員会規則の一部改正」につい

て、お認めいただけますでしょうか。

各 委 員： 異議なし。

教 育 長： 異議なしと認めます。この件は承認されました。

教 育 長：

通信及び請願

通信及び請願はありますか。

事 務 局： ありません。

教 育 長：

協議・連絡

協議・連絡に移ります。

（７）「いじめ防止に向けて」は個人情報に関することですから、非公

開扱いとさせていただき、全ての案件が済んだ後で行いたいと思いま

す。予めご了承ください。

最初に「後援名義使用許可に関する報告」についてお願いします。

上原課長： 今回報告しますのは、7月１１日から８月６日承認分です。全部で１

３件ありますが、そのうち新規が４件、継続が９件です。新規の案件の

主催者の所在地ですが、№２の主催者ＮＰＯ法人こどもサポートクラブ

東海と№５の主催者犬山ソフトボール協会、№１２の主催者犬南おやじ

の会の所在は犬山市です。№６の主催者シシ丸王国 寺子屋とんとん塾

の所在は岐阜県可児市です。詳細は資料のとおりとなっております。

教 育 長： ただ今説明があったとおりです。何かご意見ご質問がおありでしたら

お願いします。よろしいですか。ないようですので次へいきます。

「平成３０年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定」について、事

務局お願いします。

長瀬課長： 平成３０年度就学援助受給申請に伴いまして、先月報告させていただ

いたものに、追加の報告でございます。今回の認定についてですが、申

請者６名。内、認定者は５名・不認定者は１名です。不認定者について

は所得制限が上限を越えておりましたので、不認定ということになりま

す。結果、認定児童生徒数は６名・不認定児童生徒数は１名になりまし

たのでご報告いたします。以上です。

教 育 長： 今説明があったとおりですが、何かご意見ご質問はございますか。よ

ろしいですか。では次へいきます。

「平成３０年度以降の学校区別児童生徒数の推移」について、事務局

お願いします。

神谷主幹： ご要望いただきました資料を作成しました。内容の説明をします。こ

の数字は、住民登録を基にした出生年度別の４月１日現在の数です。で
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すから、実際に通学していたり、これから入学したりする数とは誤差が

あります。また、各小学校の人数の欄外に示した数は、公立小中学校以

外の児童数で、内数となります。区域外通学者は、犬山市に住民票はあ

るが他市町に通学しているものです。前原・前原台地区については、中

学生も含めて全て東部中学校区としてカウントしています。次の入学生

からは全て東部中学校となります。

資料１の右端の表をご覧ください。６年後には小学生は９６７人減少

します。どの小学校も右肩下がりですが、特に顕著な学校は、城東小学

校３５０人減、楽田小学校１５３人減、犬山西小学校１６０人減と、小

規模校は軒並み半減以下となります。池野小学校６４人減、今井小学校

１２人減、栗栖小学校１１人減です。最下段の表をご覧ください。中学

校では、６年後の３６年度は１７８人減、１０年後の４０年度は５２７

人減となります。資料３をご覧ください。減少が顕著な学校は南部中学

校です。６年後には１２５人減です。犬山中学校は５年後から激減し１

０年後には１５６人減となります。城東中学校も７年後から減り始め１

０年後には１４４人減となります。小中併せて考えると、Ｈ３６年度（２

０２４年度）が大きなターニングポイントと感じました。資料の説明は

以上です。

東部中学校の学区の見直しに於いては、教育委員会の読み通りになら

ず、学区の変更完了まで４年掛かりました。これを考えると、小規模校

の問題はいろんなことを考えていかなければいけないと、資料を作成し

ながら感じました。

教 育 長： このところは、あまり犬山の小中学校においては、少子高齢化の影響

が及ぶのはそんなにないなと思ったのですが、今後、数年間の様子を見

ると、犬山も少子高齢化の影響を大きく受けるなと、印象として持って

おります。今回これによってどうしていくかということを、ご指摘をい

ただくことは可能だけれど、そのことについて、たっぷり時間をかけて

というのは今日の段階では難しいので、こういった数字をご覧になられ

て、今後教育委員会として、こんなことを検討していかなければいけな

いというようなことを、どなたも何等かを感じたと思いますので、そう

いったところのご意見を頂戴し、今後、これをもとに教育委員会での議

論を進めて参りたいと思いますので、率直にご意見をお伺いできたらな

と思います。

髙木教育長

職務代理者：

詳細な資料を作っていただきましてありがとうございました。実際こ

ういった数字が出て来てみると、今、教育長が言われましたように、悲

観するところが多々あります。いくつかお聞きしたいのですが、まず学

級数というのは、国と県の基準で構成されていますね。市独自のものと

は大分違いますか。それと小学校の小規模校のことですが、池野小が半

減するわけで、平成３６年を見ると７０人という数字です。不勉強で、
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基準をあまり理解していないですが、複式を考えていかないといけない

のではないですか。平成３６年には実際、何学級になるのか今聞けるの

かなと思いまして。

神谷主幹： まず、市独自の学級数で、今どれくらい増えているかということです

が、常勤の講師を５人採用しております。各校の努力で学級数が増えて

いるのが７クラスあり、今年は県より１２クラス増えています。この資

料は国県基準なので、１２を足していただけば市の独自の数になりま

す。中学校はこういったことはしておりません。それから池野小の７０

人は、複式が考えられる人数になってきます。７０人を６で割ると１学

年１０人位になりますが、それでしたら複式でなくてもいけるのではな

いかと思いますけど、確認します。

教 育 長： 小学校１年生については特別認められているんですよね。

髙木教育長

職務代理者：

私もはっきりわかりませんが、確か１５人とか１６人とか基準がなか

ったですか。それでいくと大きく少ないなと思ったものですから。３６

年度に複式にならなくても、このままで行けば確実になっていくと予測

できます。

教 育 長： この表に表されている限りなら単式で行けると思いますが、一度きち

んと調べてお伝えしたいと思います。他にいかがですか。

髙木教育長

職務代理者：

今すぐ結論をどうのこうのという話ではないですけど、将来のことを

考えていくなら、例えば総合教育会議の中で話題に出してもらって、市

長にも認識してもらうというのも、必要になるのではないかと思います

し、もう少し言うなら、こういう現状であるという事を学校関係者、Ｐ

ＴＡに限らず、地域の方達に知らせていってもいいのではないかと、私

は個人的には思います。将来的に統廃合どうのこうのということではあ

りませんが、それを見据えて財政上の事とかも含めながら、将来を考え

ていかなくてはいけないと、多分皆さん思ってみえることだと思います

けど、そういうことをやっていく事が必要なのではないかなと。財政面

のこともシュミレーションとかやっていただくと、説得力も出てくるの

ではないかと思いますし、いずれにしても、一つの学校を維持管理して

いくのは大変なことですし、例えば南部中も９クラスになって、東部中

と同じ位になってしまうんだとびっくりしました。校舎が２棟あるうち

の１棟でやれるような規模になるわけですから、大規模修理なども含め

て考えていくなら、そういったことも頭に入れながら議論していくこと

が大事ではないかなと思います。感想です。

教 育 長： 実際にやるやらないは別として、統廃合も視野に入れながら、検討は

していかなければいけないだろう。検討した結果、このままで行きまし

ょう。或いは統廃合に行きましょうというのは、何も検討しないままそ

のまま行ってしまうのではなくて、これはやらなきゃいけない。例えば

統廃合しないにしても、学区の線引きについては考えていく必要もある

だろう。どちらかです。このまま、ほかって置けばいいという問題では
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ないものですから、統廃合も考えながら、或いは学区の線引きも考えな

がら議論をしていかなくてはいけないだろう、というご指摘だと思いま

す。他にどうでしょうか。

奥村委員： 部活動ですが、東部中学校はほぼこのまま横ばいの状態なんですが、

他の中学校は、学校の中で部活の統廃合をしていかなければいけない状

況が、正に目の前に見えてくると思うので、その辺りをどのようにされ

ていくのか。それと、部活を他校と一緒に行うということも今後につい

て考えていくのが、部活のいろんな多様化とか、そういったのも一つ検

討していくのが今なのかなと思っています。

教 育 長： 今年も試しに、一部の部活動を一つの会場で４校集まってという試み

がなされます。現実、大口北部中学校と大口中学校が一つになる時に、

吹奏楽部が合同で練習を数年前から始めていたということもあります

から、どういう方法がいいかわかりませんが、この部活がやりたいがこ

の学校にはその部活がないと、だから我慢をして別の部活に入るという

ことは、子ども達に気の毒だなという気がするものですから、所属する

学校に無くても、市内の他の学校にあるようでしたら、そこで練習がで

きるような環境を整えてあげられるといいかなと思っています。ただ、

簡単なことではないものですから、学校現場と協議して進めて行く必要

があります。他にどうでしょうか。また後日でも結構です。家に戻られ

てお気づきになられることがあるようでしたら、またご指摘がいただけ

たらなと思います。よろしくお願いします。では次へいきます。

「子ども・子育て会議」について、事務局お願いします。

間宮課長： 一昨日開催いたしました子ども・子育て会議の内容について、当日の

資料を基にご説明します。議題は３点ございました。

まず 1点目、第２期子ども・子育て支援事業計画のニーズ調査につい

てです。子ども・子育て支援法に基づき、平成２７年度から平成３１年

度の５か年を第１期として、子ども・子育て支援事業計画を策定してい

ます。この計画が来年終了いたしますので、その第２期の計画を策定す

るために、今年度中にニーズ調査を行うというものです。ニーズ調査の

概要としましては、第１期計画策定時のニーズ調査項目を基本とし、今

後、国から示される改正方針に基づいて、調査項目の内容を検討してい

きます。現時点では、先月の担当課長会議、及び昨日の担当者会議にお

いて、まだ具体的に国県の方から調査項目についての提示がございませ

んので、まだ準備している段階です。アンケート調査につきましては、

委託をするということで、業者は選定して既に契約は済んでおりますの

で、準備万端に整えておりますが、まだ決まっていないというところで

す。ただし示されている内容としては、追加項目が出るという事で、追

加調査項目ということで資料に上がっております。幼児教育の無償化を

踏まえた利用者の入所希望の動向が変わっていくかを把握。それから、

新たに企業主導型保育施設が作れるようになりましたので、その地域枠

の活用をどうするか。放課後児童健全育成事業、一般的に学童保育とい
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いますが、その利用状況及び整備計画の精査。犬山市独自ですが、子育

て支援のシェアリングエコノミーの活用。この４点を第１期の調査に追

加して行う予定にしております。調査の内容としましては、前回の調査

項目を踏襲する予定でして、就学前のお子さんが１８００人、小学生が

１５００人。前回の回収率は６４．８％でしたので、６０％。小学生に

ついては前回が９３．２％でしたので９０％を予定しております。配布、

回収方法につきましては、未就学児については全て郵送で予定をしてお

りますが、小学生については小学校の協力を得て、配布、回収をしたい

と考えています。スケジュール的には資料１－２をご覧ください。今後、

国県の調査項目が提示された段階で、精査をした上、委員の皆さんの意

見集約をした上で、調査票を作成したいと思っています。目標としまし

ては、調査票配布を１１月中にして、年末から年明け２月までに集計、

分析を行って、報告書を作成したいと思います。最終的には２月下旬を

目標に第２回子ども・子育て会議を開催して、調査の結果報告をまとめ

たいと考えております。

議題の２つ目ですが、資料２をご覧ください。東児童センター及び城

東第２子育て支援センターの見直しについてです。これにつきまして

は、本年４月から、東児童センターで実施しておりました東児童クラブ

が東小学校へ移転しました。その関係で、東児童センターの活用につい

て見直しを行いました。見直し内容は、４点上げております。東児童セ

ンターの子育て広場ぽんぽこと城東第２子育て支援センターの機能を

統合します。同時に子ども未来課にあるファミリー・サポート・センタ

ーを、東児童センター内に移設します。東児童センターにおいて、未就

園児の子育て支援と子育て支援を通じて女性の活躍を応援する体制を

構築します。統合が済みました城東第２子育て支援センター跡地へは、

福祉会館で社協が実施しておりますおもちゃ図書館を移設します。最後

のところで見直しに向けた整備として、駐車場を 7台分増設しました。

園庭の芝生化も実施しました。あと建物改修ということで、未就園のお

子さんが増えるということで、トイレを中心に改修するということで、

現在、設計を進めているところで、年内には改修を済ませたいと考えて

おります。

議題の３点目の幼児教育無償化の具体的なイメージ。資料３、これは

先月の担当課長会議で配布された参考資料です。左側に２つ枠がくくっ

てありますが、上の枠の３歳～５歳児の下に「保育の必要性の認定事由

に該当する子供」とありますが、これは子ども子育て支援法の２号認定

子供に該当します。下の枠の「保育の必要性の認定事由に該当しない子

供」というのは１号認定子供。平たく言いますと、上の枠は今現在、保

育園に通っているお子さん、下の枠は幼稚園に通っているお子さんとい

う事になります。まだこれについては、国のほうで夏頃までにはパッケ

ージを提示すると言われたものが、遅れておるようです。先月の段階の

県の情報では、年内になるのではないかという話になっております。実
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際に新年度の入園案内、入園説明、入園受付は、もう９月、１０月には

始まりますので、大変重要な話ですが、現時点では従来通りの入園案内

になるかと思います。年明けに確定した段階で、新たに周知させていた

だくことになると予定をしております。新聞を見ていますと、幼児教育

保育の無償化ということが盛んに言われていますが、まだ中身が示され

ていないところでの中途の経過報告になります。以上が一昨日の子ど

も・子育て会議における議題であります。

教 育 長： 今お話があったとおりですが、何かこれについてお尋ねになりたいこ

とがあるようでしたら。特にないようですので、次へいきます。

「９月・１０月行事予定表」について、事務局お願いします。

岩田主事： 主だったものをお伝えさせていただきます。市民総合大学が９月１

日、８日、９日、３０日、１０月２０日に開催されます。９月３日から

授業、中学校の給食が開始されます。犬山幼稚園始業式も行われます。

４日は小学校、幼稚園の給食が開始されます。７日、かがやき運動会は

犬山市の小中学校の特別支援学級の子ども達、特別支援学校に通う子ど

も達に声をかけて、エナジーサポートアリーナで運動会を行います。９

月１２日、１３日わくわく音楽会が行われます。２２日、１０小学校で

ふれあい運動会を実施します。２７日ぽんぽこまつり、２９日は４中学

校で体育大会が行われます。３０日は犬山市民芸能祭が行われます。１

０月３日から各小学校で就学時健診が始まります。５日は前期終業式で

す。６日は未来園、犬山幼稚園の運動会です。９日は後期始業式です。

１０日犬山幼稚園入園説明会、１１日から１７日まで未来園入園説明会

が行われます。１３日おあしす標語表彰式が行われます。２４日未来園

で４歳児公開保育が行われます。２５日２６日は歴史的景観都市協議会

総会が名鉄犬山ホテルで行われます。２６日旧磯部邸うたのつどい、２

７日２８日はからくり町巡りが行われます。１０月３０日から１１月４

日まで、児童生徒作品展が開催されます。以上です。

教 育 長： 今説明があったとおりですが、何かこれについてお尋ねになりたいこ

とがあるようでしたらお願いします。

奥村委員： 教育委員会の行事計画表なので、定例教を入れていただけるといいと

思います。

教 育 長： わかりました。後期の学校訪問も入っていないので、これからは入れ

ていただくようお願いします。ちなみに９月１０月の定例教はいつです

か。

長瀬課長： ９月２７日と１０月１９日です。

教 育 長： ９月は２７日９時から、１０月１９日は午前中視察があり、午後から

定例教という予定です。これからは入れていくようにしますので、今日

はメモしておいていただきたいと思います。他にはどうですか。よろし

いですか。では次へいきます。

「市立図書館館内特別整理の実施」について、事務局お願いします。
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上原課長： 犬山市立図書館及び楽田ふれあい図書館で、特別整理ということで本

を１点ずつ点検する作業をしますので、９月１８日（火）から１０月２

日(火)までの間、図書館の貸し出し、インターネット予約、学習室の利

用ができない状況になります。返却につきましは、玄関横のポストを利

用していただいて従来通り可能です。よろしくお願いします。

教 育 長： ほぼ２週間になりますが、図書館の整理のため貸し出しをしないとい

うことであります。よろしいですか。次へいきます。

自 由 討 議

教 育 長： 自由討議に移ります。ご意見を伺いたいことがございますので、事務

局のほうから説明をお願いします。

〇エアコンが設置されるまでの熱中症対策とエアコン整備計画につい

て

・夏休み明けに文書で保護者宛にお知らせをする。９月からの熱中症

対策として、７月に示したものに、新たに「気温４０℃以上が予想さ

れる場合を学校休業日の目安とする」という文言を加えた。

・エアコンの設置計画が変更され、「平成３１・３２・３３年度で

全小中学校設置完了」から、「平成３１・３２年度で全小中学校設置

完了」に前倒しされた。国の交付金の内定状況により更に前倒しにな

る可能性はある。

・暑さ指数の測定器は各学校に配置されているか。

・小学校には１台ずつ、中学校には２台ずつある。

・４０℃の根拠はあるか。もっと低くても良いのではないか。或いは

ＷＢＧＴ（暑さ指数）で決めてもいいのではないか。学校休業日にし

なくても午前午後で分けて考えるなど、今後も見直しや柔軟な対応が

必要ではないか。

・４０℃の根拠はないが、学校が活動の制限を判断するよりどころが

できたことに大きな意味があると思っている。４０℃が正しいかどう

かは今後も精査が必要。

・学校休業日は週間予報により前々日に決定する。

・学校休業日は犬山市全小中学校で、歩調を揃えて対応すると考えて

いる。

・児童クラブは、学校休業日となった場合、災害と同じ扱いと考える

と、今のところはやれないと考える。しかし児童クラブについては、

送迎が保護者の手によることや、既に冷暖房完備して環境を整えてい

ることを考えると、やれないかを考えなければいけないかと思うとこ

ろはある。

・ここ数日の報道で、来年夏までに全国の小中学校でエアコンを設置

するという補正予算をこの秋に、という話がある。３１年度に完了す

るということになると保護者宛のお知らせの内容と違うので、保護者

が混乱するのではないか。

・昨日、県教育委員会にこの情報は文科省発信の情報ではないと確認
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済。きちんとした情報は、まだきていない。

・仮に国から予算が下りたとしたら、３１年度に工事を完了すること

は可能なのか。

・もし前倒しになった場合にすぐ工事に取り掛かれるようにするため

には、今年中に小中学校の設計を終わらせる必要がある。中学校分の

設計の予算は今年度で組まれているので、小学校分を９月議会で議決

をいただけるよう準備している。

・クーラーではなくエアコンを設置するが、暖房は電気代がかかるの

で冬はストーブを使用する。

・燃料代のガスと電気を比較するとガスの方が安いので、ガスが引け

ない３校（今井小、栗栖小、池野小）以外はガスのエアコンを設置す

る。

・４０℃の学校休業日について、どのように保護者に知らせるのか、

文書に明記して欲しい。

・児童センターは熱中症計の暑さ指数で外での活動を規制している。

学校でも体育の授業などは、暑さ指数で校庭に出ないような指導がさ

れているか。

・熱中症計は、活動量が多いものと日常生活の２つの指標がある。活

動に合わせておくと温度と湿度を感知して危険度が出るので、学校も

これによるということか。

・暑さ指数が一つの基準になるが、その数値だけでなく職員自身の体

感、活動内容、活動場所などさまざまな状況に応じて検討し、学校活

動の時間帯をずらしたり、短縮したり、中止の判断をしたりして、子

ども達の健康に最大限配慮していく。

・犬山市内でも地域によって気温、湿度は違うので、各学校できちん

とこまめに暑さ指数を計って数字を出しながら、各学校の状況、活動

の状況に応じた対応を検討する必要がある。

・各学校の状況に合わせた対応をするという柔軟性も持たせたいが、

教育委員会としてもきちんと学校現場を指導していきたい。

〇エアコン設置までの暑さ対策について

・子どもたちや教職員の大切な命を夏の暑さから守るため、夏季休業

の期間を変更する。夏季休業を早めることで授業日数が減少するた

め、それを補うためにどうするか、３つの案が出ている。

Ａ案 夏季休業を 7月の第２週より開始し、終了を１週間早めるとと

もに、冬季休業の最初と最後の数日を授業日とする。

Ｂ案 夏季休業を 7月の第３週より開始する。冬季休業の最初と最後

の数日を授業日とする。

Ｃ案 夏季休業を 7月の第３週より開始する。学校の教育活動を見直

すことで授業日数を補う。

・近隣の市町でも同じような動きが出ているか。

・近隣の市町でこのような動きは出ていない。３学期制の学校は夏季
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休業を早めることは難しい。犬山市は２学期制をとっているからでき

ることなので、同時に２学期制の良さをアピールできる。

・予め夏季休業を早く開始するように決めておいても、来年の７月中

旬が暑いとは限らない。温度が高くなって活動が出来なくなったら、

急遽休業日を取るという方法と早く帰るという方法を、臨機応変にや

れるような体制を作っておけばいいのではないか。

・対策を取った上で暑くなかったというのは結構なことだと思う。来

年はもっと暑くなる可能性もある。

・臨時に休業にすると給食を切らなければならず損害が出るが、最初

から休みならそういう心配がない。

・予め休みにしておけば、学校は一年間の中で教育活動を見直し、事

前に計画を立てられるが、急遽休みにするとその時間を生み出すこと

は難しい。

・冬休みを減らすことができないというのは、学校現場からの話か。

冬は寒いけれど学習には適した気候だと思う。

・冬休みもまとまった休みと考えると、今までの生活と変化が有り過

ぎて、学校現場を管理する側としては受け入れ難いようだ。

・教育活動を再度見直す機会なので、見直しによって時間ができれば

冬休みを減らすことはない。

・例えば１日の授業数を１時間増やすことで、授業時間を増やすこと

はできないか。

・それは教育委員会が決めることではなく、各学校が考えて工夫して

やっている。各学校の自由な発想を大事にしたい。

・夏休み前１週間を休みにしても、中学校は管内大会が迫っているの

で、部活動のために、殆どの生徒が毎日登校するのではないか。

・休みにすることに反対ではないが、そのことによるしわ寄せが大き

い。子ども達にもゆとりが無くなり、学力が向上しないのではないか。

・授業時数を確保するために、全国的には夏休みを少なくする方向に

なっている。犬山市がやろうとしていることはこれと逆行している

が、エアコンがついても夏休みは減らすべきではないと世の中に提言

ができると思っている。

・運動会の時期の見直しをされるなら、春も暑いので年間の気温を確

認して決めて欲しい。

・犬山のふれあい運動会は地域の方と作っていくので、春へ変更する

ことは難しい。

〇中学校の朝部活について

・当初は朝部活を優先してやって放課後の部活動を止めるという学校

があったが、その考え方は机上プランで上手くいかないので、４中学

校とも足並み揃えて朝部活を止めることになった。時期は９月から３

校、１校は後期からとなっている。

そ の 他
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教 育 長： 事務局、何かありませんか。

長瀬課長： ありません。

教 育 長： これで公開案件については終了します。最初にお願いしましたよう

に、以後は、非公開で「いじめ防止に向けて」を行います。

「いじめ防止に向けて」

報告事案及びこれまでの継続事案についてのその後について説明後、以

下の意見、説明があった。

・小さなことでもいじめと認知することが大事。学校が意識をして見

逃さず対応していくことが大切である。

・長期間不登校になっている子はカウンセラーや他の手段など、新た

な変化を加える方法を学校と一緒に考える必要がある。

・ＳＮＳのいじめについて、見えないことなので対処がすごく難しい

が、夏休み明けは学校に行きにくくなる時期なので学校側も気をつけ

て欲しいし、今後、何等か対策を考えないと学校に出てこられない子

がもっと出てくる心配がある。

・夏休み明けにみんなが登校できるよう学校がきちんとフォローして

欲しい。

教 育 長：

閉 会

これをもちまして、８月定例教育委員会を終了（１５：５５）させて

いただきます。

【次回開催】 定例教育委員会 ９月２７日（木）９：００ ３０１会議室


